
 

 

 

 

 

 

 

発足 1年を振り返り、さらに 

新年度に期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

奈良まほろばソムリエ友の会 

会長 小北博孝 

2011 年 4 月に発足した奈良ま

ほろばソムリエ友の会も、早いも

ので発足 1 年を迎えました。 

2011 年の 2 月に初めてソムリ

エ取得者が奈良商工会議所の呼

びかけで一堂に会したのが始ま

りで、その後有志によりソムリエ

の単なる集まりではなく、何らか

の活動の出来る組織でありたい

として、奈良まほろばソムリエ友

の会を立ち上げました。 

6 月に設立総会と懇親会を商工

会議所のホールで開催し、梅雨の

さなかの雨天にも拘らず 100 人

以上の参加者で会場は埋まりま

した。 

その後、友の会では各担当役員

が活動を具体化するため、当初か

ら考えていた活動部会を立ち上

げました。 

交流部会は最も人気が高く多

くの部会員を集め、いち早く史跡

めぐりや相互研修に取り組みま

したが、恐らくこの組織が今日ま

で会を牽引してきたと言っても

過言ではないと思います。 

また、広報部会も当初から、ホ

ームページを立ち上げ、会の情報

などを発信し、また会報紙も発刊

しました。 

サポート部会は解説ボランテ

ィアを養成し、奈良の史跡や社寺

を案内する取組をはじめ、地域や

学校などからの要請に応じて講

演・講習を行うなど、今後この会

の主たる事業である社会貢献活

動の下地を作ってくれました。 

このような活動以外にも、商工

会議所や地域団体さらには観光

業者・旅行エージェントなどから

のソムリエの派遣や協力要請に

も多く応えてきました。 

振り返れば短期間でこれだけ

の取り組みを実現した会員並び

に世話人の積極性と活動ぶりに

は頭が下がる思いであります。 

本会も 6月以降いよいよ 2年目 

に入るわけですが、これまでの活

動を継続・発展させ、さらに新た

な事業に取り組むためには、その

組織体制の強化を図る必要があ

ることはだれしも異論がないと

思います。 

私たちソムリエの多くはソム

リエならではの奉仕活動などを

行いたいという共通認識を持っ

ており、この会の事業も今後ボラ

ンティア活動、即ち社会貢献活動

が大きな柱となってまいります。 

しかし、それには当然大きな社会

的責任が伴います。 

この会がさらに社会的な認知を

受けて発展するためには組織を法

人化し強化を図ることが、今日的

な情勢下では急務であります。 

今年度は、新たな事業も展開し、

さらに会の法人化に取り組むこ

とが大きな課題であると思いま

す。 

会員諸氏の一層のご協力と精

励を切にお願い致します。 
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――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

■サークルリーダー“今年度の抱負” 

＜記紀万葉サークル＞ 

記紀・万葉という広大な 

世界に色々な切り口から、 

時系列的にあるいは記紀・ 

万葉を横断するようなテ 

ーマで、勉強会や屋外活動 

を行ってまいります。手づ 

くりで自分達の財産を蓄 

積してゆくというのが基本的な考えです。 

 6 月は 5 月の勉強会を受けて田原地区で、8 月に

は 7 月の勉強会を受けて飛鳥（涼しい所で）で活動

を行います。メンバーとして参加ご希望の方には勉

強会の資料を提供いたします。 

★連絡先：田中昌弘 E-mail：a.su.ra.2@nifty.com 

＜関東サークル＞ 

遠隔地サークルとして次の点 

を考えています。 

① 中央とのつながりと地方文化

の特色を理解できるようなツ

アーを企画します。当面は関

東各地の国府・国分寺跡を訪

ねる予定です。 

② 奈良検定は２級の東京会場がありながら、関東

での認知度は低い状況です。展覧会・講演会の入

りを見ると奈良関連の考古・仏教美術などへの関

心は高いので同好の士を増やすような活動にも

取り組んでいきます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■交流部会の活動実績  ※＜＞はサークル名 

2011/10/ 8  ＜奈良再発見＞ 山の辺の道(北)コース 

10/ 9 ＜関東＞ 武蔵国府・国分寺跡と白鳳仏を訪ねて 

10/27 ＜歴史地理＞ 龍王山古墳群と南城跡を訪ねて 

10/29 ＜社寺探訪＞ 円成寺と滝坂の道を訪ねて 

11/ 5 講演会「女たちの守る寺」講師 中田紀子氏 

11/15 ＜奈良再発見＞ 女たちの守る寺 ①「奈良町の璉城寺 

と中将姫ゆかりの徳融寺・高林寺・誕生寺を訪ねて」 

11/27 ＜歴史地理＞ 葛城古道 －神話の神々と古代天皇・ 

古代豪族の古里を歩く－ 

12/ 2 ＜奈良再発見＞ 春日奥山に紅葉をめで、巨樹をたずねる 

12/10 ＜社寺探訪＞ “世界文化遺産・法隆寺” 高田長老の講話と斑鳩の里の散策 

12/15 ＜歴史地理＞ 祈りの道を歩く－西大寺界隈－ 

 

2012/ 2/18 講演会「奈良県の記紀万葉プロジェクト」講師 谷垣裕子氏・「記紀を楽しむ」講師 木村三彦氏 

交流会 

2/25 ＜奈良再発見＞ 矢田丘陵に梅を愛で、謎のニギハヤヒの足跡をたどる  

2/26 ＜関東＞ 上総国分寺・尼寺跡と古墳を訪ねて 

3/31 ＜歴史地理＞ 大和の茶の道 －茶の道からつなげる大和の歴史－  

4/14 ＜社寺探訪＞ 「桜咲く宇陀路ウォーク」佛隆寺から龍の棲む妙吉祥龍穴へ 

5/12 ＜記紀万葉＞ 勉強会「東山中界隈と太安万侶」・「光仁天皇・志貴皇子」 

5/17 ＜奈良再発見＞ 女たちの守る寺 ②「多武峰街道に隠れ古寺を訪ね、丁石道を歩く」 

  ― 音羽山観音寺 ・聖林寺・談山神社一ノ鳥居・等彌神社 ― 

6/ 9 ＜歴史地理＆記紀万葉＞ 水間街道 田原の里 －お茶の始まり・『古事記』の始まりを旅しよう－ 

6/24 ＜関東＞ 下総国府・国分寺跡と真間の万葉旧跡 

 

ソムリエ交流部会 

 

田中昌弘リーダー 

 

宮下清リーダー 

 

2012/5/17 聖林寺にて 



 

 

サポート部会で一緒に活動 

しませんか？ 

サポート部会は、ソムリエの資

格を活かして、奈良の観光と文化

の振興に貢献する活動をしていま

す。最近の活動状況を紹介します。 

１．ボランティアガイド活動 

「地域にボランティアガイドの

会があるのになぜ？」とのお考え

もありますが、ガイドの内容は千

差万別、私たちは奈良の本当の素

晴らしさを知って頂くため、「まほ

ろばソムリエならでは」のガイド

活動をしようと頑張っています。 

5 月より、飛鳥・山の辺の道・

葛城古道でお客様 14 組・79 名の

モニターツアーを実施し、ご好評

を頂きました。現在は 9 月からの

本格活動に備えてコース改善と研

修に取組んでいます。今後も興味

深い新コースの開発を行なって、

お客様に喜んで頂く所存です。 

会員のみなさん、楽しく奥深い

「ガイドの道」を私たちと一緒に

歩みませんか？ 

(ガイド経験の有無は問いません) 

★担当窓口：安井 永  

E-mail：yasui.ei@leto.eonet.ne.jp  

Tel：090-2789-0382 

―――――――――――――― 

２．公民館活動グループ 

各地区の公民館で地域の方を対

象に“奈良歴史の会”を立ち上げ、

「奈良を愛する人を増やす」こと

に皆さんと活動したいと考えてい

ます。  

試験的に奈良市若草公民館と協

議中です。基本的には、月 2 回、

20名程度の座学、検定試験問題（1、

2 級）を題材に、ソムリエが司会

進行役と考えています。野外ガイ

ドと一緒で、初めはドキドキです

が、回数をこなすと度胸がつき、

「聞いて良かった」などの声を聞

くと苦労が吹き飛びます。 

どうですか、一緒に活動しませ

んか？ 

 まずは 1、2級問題を題材に共に

研修・運営方法を研究しましょう。

「将来司会進行役を考えてもよい

な」「知力維持に参加してみるか」

の人も歓迎です。 

★担当窓口：井上 哲夫 

E-mail：inouet@kcn.ne.jp 

Tel：0742-49-3207 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奈良まほろばソムリエ友の会は 2年目に入り、新たなメンバーを迎えました。合格おめでとうございます。 

ソムリエサポート部会 

新会員の声 

 

公民館活動の研修風景 

「友の会でやりたいこと」 

 今、観光ボランティアガイドで“奈良ファ

ン”を更に増やす手伝いをしています。 

 友の会に入っても機会があれば同様の活動

をしたいと思っています。 

          奈良市 前田 康一 

 はじめまして、則久と申します。「今年はダメかなあ。」と思

った試験に運良く合格し、皆様のお仲間になれて幸せです。 

 総会・懇親会ではガイドさん養成講座や体験談など、たくさ

ん聞かせて頂けたらと思います。 

 関東在住ですが、大好きな奈良を訪ねる方々のお役に立ちた

いです。よろしくお願いします。 神奈川県横浜市 則久 明子 

 

「一言」 

ソムリエに合格する目標がかない今はほっとしているところです。 

次の目標設定をまだ掴みきれておりませんが、今までの広く浅く「奈良」を学んできたところから、何かテーマ

を絞りそれを深く掘り下げていく学びに持っていければよいかと考えています。他力本願とはいえ、そのためには

「ソムリエ友の会」がモチベーションとなり、よい刺激を与えてくれるのではないかと思います。 

今般、ソムリエ友の会に仲間入りし、フィールドワークを通して「奈良学」を学ぶ楽しさを実感できることを

期待しています。                             大阪府四条畷市 津山 進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

アジサイ（金剛山寺［矢田寺］） 

「奈良まほろばソムリエ試験に合格して」 

試験の時は、高台にある奈良大学の広々としたキ

ャンバスからの眺めもあって、何十年も前の学生に

戻った爽快な気持ちになりました。試験場に入った

らタイムスリップして学生になっていました。この

新鮮さが最後まで受験してみる動機になり、１年後

の 1 級の試験も、色あせずに新鮮でした。 

ソムリエの試験では帰りのバスで得点は６０点

ぐらいかなぁ・・と、でも学生時代帰れたあの爽快

感と奈良を知ることが魅力で、来年も受験しようと

思っていましたが、思いかけず合格通知を受け取

り、もちろん嬉しかったのですが、チョット寂しく

も。        大阪府吹田市 加藤 宣男 

「友の会でやりたいこと」 

私は、京都検定合格者を中心として活動している

NPO 法人 京都観光文化を考える会・都草で副理事

長をしております。この度、縁あって奈良まほろば

ソムリエ友の会へ入会させていただきました。両会

ともにボランティア活動をベースにしているところ

が共通で、相互交流を通じてお互いのメンバーの親

睦、研鑽を図れればと思っております。たとえば、

京都府南部の奈良文化圏に属する地域で合同の歴史

探訪会を行ったり、お互いの研究発表会、研修会へ

自由に参加できるようにすることです。微力ながら、

その一助になればと考えております。 

京都市 大村 隆清 

一言：奈良通の集まりなので、その中に入って仲間を

作り、今まで学習してきたことのステップアップを図

りたいと思っています。ご指導、ご鞭撻のほど、よろ

しくお願い致します。   大阪府堺市 河井 勇夫 

東京・葛飾・柴又在住の長坂といいます。 

交流部会への参加を通じ情報交換をさせていただ

き、奥深い古代ロマン溢れる大和を歩こうと目論んで

います。家族・友人・知人等を勧誘してグループで奈

良の魅力を楽しみたいと思っています。宜しくお願い

します。        東京都葛飾区 長坂 正則 

「ソムリエに合格して」      

ソムリエ試験中、２０点の問題の答案を下書き用紙

に一所懸命に記入していることに気が付きました。気

を取り直して、大急ぎで解答用紙に転記しましたが、

時間のロスは大きく、１０点の問題をまるまる空欄の

まま残してしまいました。思いもかけず合格の通知を

頂き、逆に多額の借金を背負ってしまった様な気持ち

になっています。試験の帰りに高の原駅行きバスで、

どなたかが仰ってました。「試験には落ちた方が良い

のですよ。その方が勉強を続けますから」と。私も落

ちたつもりで、一層の研鑽を積もうと決心しておりま

す。 

ソムリエの会に参加することで、単なる通りすがり

の観光客から脱することができそうで嬉しく思いま

す。         愛知県刈谷市 加藤 英之 

奈良に生まれ育って６０数年、生粋の「なら人」

です。 

ソムリエ受験歴は４回（第１回目の２級で不合

格）２年のブランクの後、今回、何とか合格出来

ました。受験勉強を通じて、にわか仕込みの詰め

込み知識は増えましたがまだまだ深い意味での

「奈良通」には程遠いと思っています。 

今回、「友の会」に参加させて頂き、本当の意味

での奈良の楽しみ方、得意分野の発見、知識の掘

り下げ等、実現出来ればと思っています。いずれ

にしてもまだまだ勉強は続きますが、少し自信が

ついてくればボランティアガイド等、何かお役に

立つ事が出来ればとも思っています。 

今後とも宜しくお願い致します。 

奈良市 稲田 英二 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハス（花空間けいはんな） 

「ソムリエに合格して」 

 仕事を終えた後は、奈良の名所、旧跡を訪ね歩きたいと決めて

いました。世界に誇れる素晴らしい遺産、北海道出身の私、教科

書の中からしかその素晴らしさを習得出来ませんでした。しかし

今の住居から身近に接することが出来、そして健康にも最適との

思いから実行致しました。 

さっそく某デパートの古寺巡りを受講致しました。そこでの先

生のご説明が奥が深く日本の歴史そのものでした。私の狙い通り

で、興味を強め、さらに深めようと奈良検定ソムリエに挑戦を始

めました。お蔭様で合格の喜びを得ることが出来ました、そして

多くの知識を得ることが出来ました。 

これからは遠方の友人に自信を持ってご案内出来ると楽しみ

にしております。また奈良の旧都を若い人達に歴史を尊重し、現

代にマッチした魅力ある町として継いでいく事が私たちの務め

と思っております。      京都府木津川市 石井 克明 

「ソムリエに合格して」                           

奈良市の中心市街地のもちいどのセンター街で器ま

つもりを営んでいます。 

最初の年に２級に合格して、途中休憩したりで６年

目でようやく合格できました。昨年からのソムリエ友

の会の活動は、いろいろな意味で今後の奈良の大きな

力になるのではと期待しています。奈良は来てくださ

る方によって「未来があり」、地元の人は「もっと奈良

の良さを知って」、自信をもって他からの人にお話でき

なければ・・・と思います。 

ですから奈良の現場の最前線の人がもっと奈良のこ

とを勉強して２級を受ければ良いなと思います。そし

て全体的にも受ける人が増えるようにすることが必要

だと思います。たとえば２級の試験で６０点であれば

３級を与えてもっと参加者が増えるようにするとかし

たら良いのではと思います。今後ともよろしくお願い

します。           奈良市 松森 重博 

ソムリエに合格して未だ実感が湧いてき

ません。誰かを案内して神社仏閣に行き、

拝観料を免除されて初めて実感が湧くのか

もわかりませんねぇー。 

第 1 回奈良検定 2 級の新聞報道に出てい

た問題をやって見て、合格点が取れたので

これならと単純に考え、第 2 回に受験し、2

級・1 級は一発でクリアできたのですが、

ソムリエは簡単にはクリアできませんでし

た。68 点で涙を飲み再挑戦をすべく勉強を

始めてみて、記憶力の退化に愕然としなが

ら、小論文の過去問題を調べて出題されて

いない地域に山をかけて、今年は橿原地域

と考え、藤原京に的を絞ったところドンピ

シャでした。 

友の会交流部会で各地のフィールドワー

クを行われるのに参加できるのを楽しみに

しています。  奈良県橿原市 前田 昌善 

「奈良まほろばソムリエ友の会に入会して」 

奈良に住んでから３５年になります。「奈良まほろ

ばソムリエ検定」を受けるまでは、当たり前の「奈

良」しか知りませんでしたが、ソムリエを目指して

勉強するうちに、奈良に関する新しい発見がどんど

ん見つかり、さらに奈良について興味を持つように

なりました。 

現在、仕事が忙しく、友の会の活動に積極的に参

加できる状況ではありませんが、将来は、奈良の良

さを各方面に発信できればと思っております。  

           奈良市 本井 良明 

ガクアジサイ 

（金剛山寺 

［矢田寺］） 



＜編集後記＞ 

会報紙第３号をお届けします。今回、新会員の方に投稿を呼び掛けましたところ、１３名の方から原稿を、

お寄せいただきました。ありがとうございました。会報紙はできるだけ会員の生の声を取り上げていきたいと

思いますので、今後ともご協力お願いいたします。 

このたび広報部会にも、新メンバーが加わりました。新メンバーの紹介を一人一人載せたいところですが紙

面の都合上、今回は名前だけの紹介で、又機会がありましたら、おいおい紹介していきたいと思っています。 

新メンバーは、雑賀耕三郎さん、松森重博さん、長谷川力雄さん、沢田れんげさん、加藤宣男さんの５名です。 

友の会も今年度からは NPO を目指して新段階に入ります。「新しい革袋には新しい酒を」と言うことで、任

期半ばですが私、大槻は今回広報部会長を退任させていただきます。短い間ではありましたが、会員の皆さま、

広報部会員の皆さまには大変お世話になり、ありがとうございました。今後とも会報紙、ブログなどで皆さん

方のご協力をよろしく、お願いいたします。 

（郵便の宛先：〒630-8226奈良市小西町２ アカダマ内  メールアドレス：info@stomo.jp） 

編集に当たったソムリエ広報部会員は以下のとおりです。（あいうえお順／敬称略） 

大槻・窪田・小林（誠）・辰馬・鉄田・永井・中村・橋口・廣岡・二上・古川・宮下 

 

 

ＮＰＯ化に向けた取り組み 

NPO とは特定非営利活動法

人のことです。特定非営利活動

促進法は、活動分野を社会教育

の推進、まちづくりの推進、学

術・文化・芸術・スポーツの振

興、観光振興など２０分野に限

定しています。 

なお「非営利」とは、「収益

を得ても良いが、分配してはい

けない」ということであり、収

益を新たな事業の元手にする

ことは認められています。 

 当会は会則に「交流と更なる

資質の向上を図り、もって奈良

の観光および文化の振興に貢

献する」としていますので、法

の趣旨には合致しています。 

しかし現状では任意団体（権

利能力なき社団）に過ぎません。

当会はすでに出前授業や講師

派遣、解説ボランティアなどの

社会貢献活動に取り組んでい

ます。このまま活動を推し進め

ますと、対外的な責任が発生し、

また責任の所在を明らかにす

る必要も出てきます。財務の透

明性も高めなければなりませ

ん。 

NPO 化により体制を固め、よ

り積極的に社会貢献事業を展

開する所存ですので、皆さまの

ご理解とご協力をいただきま

すよう、よろしくお願いいた

します。 

（事務局長 鉄田憲男）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良まほろばソムリエ友の会    事務局所在地：〒630-8586 奈良市登大路町 36 番地の 2 

       ホームページ：http://stomo.jp/ 

       メールアドレス：info@stomo.jp 

つれづれ日記（ブログ）：http://nara-stomo.seesaa.net/    

 

事務局からのお知らせ 


